
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

工事費
原材料費
その他

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

19,831 20,924 20,900

４５－９１１９高島幸生 連絡先

維持工事実施路線数

25

25

H18（目標）

目標

H19（目標）

名            称コードコード 名               称
一般会計
土木費
道路橋りょう費
道路維持費

市内道路網を機能的に強化する

０１
０８
０２
０２

会計
款
項
目

A

総合評価
4
4
3

有効性
達成度

除草業者委託面積

25
25

単位

㎡ 21,195 20,000

500

20

20,000

路線 19

526 500

6,000 6,000
768

目標値

㎡

H17 H18 H19
実績値

20

20,924 20,900
2,769 2,800

19,831
207

715 700

2,861 4,240 4,200

7,200 7,200 7,200

8,795

近年の交通量増加により、舗装路面の傷みが酷くなっていること。路肩部分の除草など交通安全上欠かせない業務であり、事業費の確保が不可欠
である。また、交通安全対策の一環としての除草作業や冬季の雪氷対策など非常に大切な業務を行っている。

指標設定の考え方

路面の補修により交通の安全が確保できることから、指標とした
い。

箇所

目標

事業の目的の成果を測る指標

舗装補修箇所数（箇所）…路線数

H17

4必要性

通行の安全を図るうえで欠かせない業務であり、速やかなる補修を実施することが、安全で安心な市民生
活を守ることに繋がるものである。

12,631

効率性

評
価

13,724 13,700

H17 H18（予算）

1

H19（予算）

1

細目
細々目

１０１

道路施設を原因とする事故防止、また、除草等による視距の改善及び環
境美化を図る。

成果（どうなるのか）

０１
道路維持経費
道路維持経費

伊賀産業建設課担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

市道利用者の安全確保を図る中で市道の維持管理のため、舗装補修・道路維持工事及び除草業務委託等を行っている。また、地元出合におけ
る市道維持管理作業に必要となる補修資材の支給を行っている。
・道路維持工事路線数　19路線　・舗装補修路線数　25路線　・除草業者委託面積及び路線数　21,195㎡　14路線

道路法運営主体

単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

舗装補修面積

正規職員     （人） 1
活動指標

施設の管理・運営

管内の市道利用者

事業名

基本施策

845

伊賀市　事務事業評価シート

道路維持経費

50


